
  

＝＝大大賞賞＝＝  

特定非営利活動法人 信越トレイルクラブ 

（長野県飯山市） 

【応募概要】 

 長野・新潟両県にまたがる関田山脈に埋もれつつあった旧道・古道を多くのボランティアの手作

業によって８０ｋｍのトレッキングコースとして再整備したことにより、両県の交流が再開し、住民に

よる地域資源や自然資源の認識・発掘・保全を促し、関係する地域の広域活性化へつながり始め

ている。開通後３年経った今も、地域内における各種活動が継続発展している。 

 

【講   評】 

第２回エコツーリズム大賞の特別賞、第４回の優秀賞を受賞しており、その後３年間の

発展的な取組が評価された。 自主ルールの作成、地域と協力して歴史や自然を伝える案内

板等の設置による安全確保、登録ガイドの人材育成、トレッキングにおけるガイドと参加

者の比率についての配慮に取り組み、トレイルの全線においてモニタリングを継続して実

施しており、年間ガイド派遣回数は２００回、年間案内者数は２３００人と増加している。 

加えて、赤外線による入山者カウント機器を導入したコースや季節による利用度を検証、

自らの活動内容の適正化のため環境保全の専門家や住民等で構成される「信越トレイルの

利用と保全に関する検討委員会」を設置している。また、トレイル整備を隣接地域の各団

体に整備担当区間を持ってもらう体制の構築など、トレイルを舞台に地域資源の保全と利

用、地域活性化について広域的かつ積極的に活動している。 

これらの取り組みは、全国各地で設置の動きが高まるロングトレイルにとって、環境保

全の体制、地域振興、協働型管理のモデル事例として高く評価されるものである。 

 

 

別紙 



＝＝優優秀秀賞賞＝＝  

てしかがえこまち推進協議会 

 （北海道川上郡弟子屈町） 

【応募概要】 

地域のさまざまな産業を包括し観光を基軸とした「循環型社会」の確立、「誰もが自慢し、誰も

が誇れる町」を目的とし、町民、観光事業者、地域組織、行政機関等が一つになり、エコツーリズ

ムに取り組んでいる。子どもたちはジュニア自然ガイド、女性はお年寄りによる昔語り主催するな

ど、多様な町民が参加している。 

 

【講   評】 

 推進協議会の内部にエコツーリズム推進部会や人材育成部会などの様々な部会を設置し、エ

コウォークなどの常設プログラムの実施や人材育成に取り組んでいる。プログラムの改良にあっ

たては町民向けのモニターツアーを重ね、地元の視点を取り入れたプログラムとなるようブラッシ

ュアップを行っている。また、阿寒国立公園内のプログラムではツアー人数を制限し、参加者へ環

境へのダメージを軽減するためのガイダンスを積極的に実施している。これらのプログラムを協議

会の会員で着地型商品として販売することにより、地域内での収益還元のシステムを構築した点

が評価された。 

 

 

 

二戸市宝を生かした事業実行委員会 

（岩手県二戸市） 

【応募概要】 

二戸市では、自然や伝統文化など住民が価値あると認めたもの全てを宝と位置づけ、宝を「探

す」「磨く」「誇る」「伝える」など、宝を生かしたまちづくりに平成４年から取り組んでいる。その継続

的な取り組みの中から地域づくり活動が活発化し、地域組織が地域の宝の活用を通じて交流人

口の増加を図る「興す」取り組みを旅行会社との連携により始めている。今年度は、大規模な観

光地を持たない地域における食文化による観光の可能性を探るため、全国エコツーリズム大会を

開催した。        

 

【講   評】 

第３回エコツーリズム大賞の特別賞を受賞しており、継続して住民と行政が一体となり地域の

宝を掘り起こし、宝を生かしたまちづくりを進めるとともに、エコツーリズムへと展開させる活動に

も取り組んでいる。 

これらに加え、雑穀を中心とした地域の食文化を全国エコツーリズム大会を通じ発信し、食文

化による観光の可能性を探るなどの宝を活用した積極的な活動が他地域に対するモデルとして

評価された。 



針
はり

江
え

生水
し ょ う ず

の郷委員会 

（滋賀県高島市） 

【応募概要】 

各家々に湧き出る水と家々の間を流れる小川を組み合わせて利用する「川端（かばた）」を中

心に、地区を流れる針江大川やびわ湖など様々な水との関わり、針江全体を針江里山水博物館

として紹介している。町づくり委員会の一員として地区行事への参画、協賛をはじめ、通年の見学

者の受付案内、月２回の定期ツアー、児童・学生の環境学習などを行い、「人と人、人と自然の関

わり」を一義に掲げ、より多くの人が地域活性化や自然環境保全活動へ取り組む動機付けとなる

活動をしている。      

        

 

【講   評】 

 第３回エコツーリズム大賞の特別賞を受賞しており、地域の生活文化である「川端（かばた）」と

呼ばれる湧き水との関わりなどを資源として、環境の保全や地域活性化につながる工夫が成され

ている。定期的なツアーの実施や体験型の宿泊や環境教育など多様な取り組みを住民主体の組

織として、バランスよく継続的に実施していることが、住民が主体となった活動のモデルとして評

価された。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  



  

＝＝特特別別賞賞＝＝  

小岩井農牧 株式会社 

（岩手県岩手郡雫石町） 

【応募概要】 

小岩井農場が保有する２０００ヘクタールに及ぶ森林には、清らかな水や多様な生態系を育む

豊かな自然環境が形成されている。牧場内に「小岩井農場エコファーミングスクール」を設立し、

自然の素晴らしさの体感、環境保全の大切さや環境への理解と関心を深めることを目指している。

「エコツアー」と「エコスクール」という２つのカテゴリを設け、自然とふれあい楽しく遊ぶ、環境保全

についての専門的な知識を学ぶなど、幅広いプログラムを提供している。 

 

【講   評】 

 総面積３０００ヘクタールにおよぶ小岩井農場をフィールドとして、小岩井農場の自然環境の紹

介に留まらず、農林畜産物の製造、歴史的建造物や文化を専門ガイドのガイダンスのもと実施

する複合体験ツアーに取り組んでいる。年間のツアー催行回数は３４１回、参加人数は約８０００

名を数える。また、地元経済への貢献のため、農場内に宿泊施設を設けず、地元の宿泊施設と

連携した活動が評価された。 

 

 

 

株式会社 エコロの森 

（富山県富山市） 

【応募概要】 

エコツーリズムの理念に基づき、富山の地域資源の発掘、歴史、自然、文化を守り伝える着地

型・少人数制のエコツアー専門の旅行会社として、参加者の満足と地域活性化がつながるよう、

地元関係者との連携を図るなど地域密着でエコツーリズムを展開している。 

 

【講   評】 

ツアー事業者として、環境保全に繋がることを主眼に置きエコツアープログラムを作成している。

ツアー料金の一部を地域振興に取り組む団体に寄付するなど、地域内の連携強化に取り組むと

ともに、地域におけるコーディネーターの役割を積極的に担っている。また、質の高いツアーの提

供のため、ガイドには山岳ガイドなどの資格を有する者を採用することに加え、ガイドの質の向上

のため研修やトレーニングを実施する独自の体制を構築している点が評価された。 

 

 



飛騨里山サイクリング 

（岐阜県飛騨市） 

【応募概要】 

ガイドツアーを通して飛騨の文化、歴史はもとより、地域で出会う地元の人たちとのふれあい

の中から、飛騨の暮らしを伝え、日本の田舎を旅する体験を提供している。観光情報の少ない田

舎に受け継がれている「あたりまえの生活」を旅行者に提供し、飛騨の本当のファンになっていた

だくこと、そして、地域にすでにある宝物を地元の方たちが守り継いでいくことを柱として、エコツ

ーリズムを進めている。 

  

【講   評】 

 昔ながらの里山の暮らしが残る岐阜県飛騨市で環境にやさしい自転車を活用したエコツアーを

行っている。同行するガイドは地域への造詣が深く、参加者が五感を使って飛騨エリアに残る日

本らしさに気づいてもらえる説明を実施している。本年は１１月現在でツアー催行数は１４４回、

約４５０人がツアーに参加している。また、地域と連携して里山空間の保全に取り組むとともに、

飛騨地域の古民家１０００軒について、聞き取り調査を実施し地域資源の現状把握を進めると同

時に、古民家の手入れを手伝うボランティア活動による地域資源保全の取り組みなどが評価さ

れた。 

 

 

 

特定非営利活動法人 桜島ミュージアム 

（鹿児島県鹿児島市） 

【応募概要】 

桜島全体を博物館ととらえ桜島の自然・歴史・文化の調査・保存活動を行い、火山や防災の教

育普及活動につとめている。世界的にも有名な活火山である桜島の自然や文化を守り、その環

境を観光や教育に活かし、桜島をベースとしたエコツアーの仕組み作りや地域住民主体のイベン

トの開催、地域特産品のブランド化と販路拡大及び環境保全活動を実施し桜島地域の活性化を

目指している。 

 

【講   評】 

 桜島の自然の魅力を伝えるだけでなく、桜島の自然と密接な関係にある人々の暮らし、産業や

文化などについて、理解を深めるツアーを実施している。ガイドスタッフはインタープリターや安全

管理の講座を受講しスキルアップに積極的に取り組んでいる。また、地域への経済活動の活性

化や放棄地の有効活用のため、桜島の椿油の情報発信と需要拡大を図る「桜島 TSUBAKI プロ

ジェクト」を展開し、地域住民と協力し椿油をテーマとしたツアーをはじめ、桜島の地域資源を素

材とした様々なプログラム開発の取り組みなどが評価された。 

 

 


